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未来の

考えてみました

けが人や病
びょう

人
に ん

に快
か い

適
て き

な生
せ い

活
か つ

を
高津中　義

よし

始
もと

　可
か

奈
な

子
こ

　私は最近けがで病院通いを
しています。この経

けい

験
け ん

から、
私は自

じ

宅
たく

でさまざまな医療サ
ービスを受けられる未来を想

像しました。検
けん

査
さ

やリハビリも自宅でできると
より便

べん

利
り

だと思います。けがや病気をしている
と病院へ通うことの負

ふ

担
たん

が大きいからです。こ
れからますます高

こう

齢
れ い

社
し ゃ

会
か い

になること、核
かく

家
か

族
ぞ く

化
か

かつ共
とも

働
ばたら

きであることで病院への家族の付きそ
いも難

むずか

しくなります。さらに想像すると未来で
はロボットのような道

どう

具
ぐ

が身体の動きを補
ほ

助
じょ

し
てくれると思います。未来は技術が進

すす

んで病人
やけが人にとってより良い快適な生活が送

おく

れる
はずだと思いました。

「しあわせ」に暮らすため
阿蘇米本学園　鈴

すず

木
き

　ここは
　今、世界では戦

せん

争
そ う

が起きて
おり人

じん

種
し ゅ

や宗
しゅう

教
きょう

の文
ぶん

化
か

が少
すこ

し
違
ちが

うだけで多くの人が心に大
おお

きな傷
きず

を抱
かか

えています。そこ
で私は未来で差

さ

別
べつ

がなく皆が平
びょう

等
ど う

で争
あらそ

いのない
社会が良いと思いました。そんな社会では優

やさ

し
さをもち、人を助けることが当たり前となり、
その事に幸

こう

福
ふ く

を感じてほしいと思います。それ
が広

ひろ

まり続
つづ

けていくのは難しいけれど、これが
伝
つた

わるだけでどれだけ未来がよくなるか想像し
てみてほしいです。きっと皆が暮らしやすい安

あん

定
て い

した国
くに

に少しでもなると思いました。

これからの林
り ん

業
ぎょう

と水
す い

産
さ ん

業
ぎょう

について 
秀明八千代高　西

にし

澤
ざわ

　景
けい

 
　今の日本の林業と水産業に
はたくさんの課

か

題
だい

が出てきて
います。例えば林業、水産業
ともに言える課題としては、

従
じゅう

事
じ

者
し ゃ

の高
こう

齢
れ い

化
か

や担
にな

い手の不足です。林業自体
の課題は木

もく

材
ざ い

価
か

格
か く

の下
げ

落
ら く

や木
もく

材
ざ い

の活
かつ

用
よ う

不
ぶ

足
そ く

など
です。水産業では水

すい

産
さ ん

資
し

源
げ ん

の管
かん

理
り

が課題となっ
ています。私は林業と水産業を活

かっ

性
せ い

化
か

させるロ
ボットがあると未来が明

あか

るくなっていると考え
ます。林業では木

き

を切
き

る作
さ

業
ぎょう

をサポートしてく
れるロボット、水産業では養

よう

殖
しょく

などで育てた牡
か

蠣
き

やホタテなどの餌
えさ

やりや収
しゅう

穫
か く

の時期を見
み

極
きわ

め
てくれるロボットがあると、日本の誇

ほこ

る林業と
水産業がなくならないと思いました。

多
た

様
よ う

性
せ い

の未来 

八千代西高　太
おお

田
た

　紗
さ

也
や

花
か

 
　私が想像する未来では、多
様性が尊

そん

重
ちょう

され、誰もが平等
に暮らせる社会になっていた
ら良いと思います。今は人種

や宗教、性
せい

別
べつ

などで差別が生まれていますが、
多様性が尊重されることで新たな視

し

点
てん

から物
もの

事
ごと

を解
かい

決
けつ

に導
みちび

いたり、より幅
はば

広
ひろ

いアイデアなどが生
う

まれ、誰もが安
あん

心
しん

して自分らしく生きられる社会
になると考えられるからです。差別がなく平等で
一人ひとりの意

い

見
けん

や考えが尊重されるようにな
れば世界中の人、皆が幸せに暮らせると思います。

　スポーツや文化活動で６年12月1日～ 4
月30日に上位に入賞し、学校から報告が
あったものを掲載。	 （敬称略）

小・中学校
●八千代台小　▶国土と交通に関する図画コンクール大
臣賞…井上智琉、佳作…德永琉偉　●勝田台小　▶ショ
パン国際ピアノコンクールinASIA全国大会【小学５年～
６年生の部】銀賞、音の杜学生ピアノコンクール【C級（小
学５年～６年生の部）】銅賞…入江愛珠　●西高津小　▶
第42回県小学生テニス選手権大会【シングルス女子】３
位…野田悠月　●大和田南小　▶第25回県少年少女空手
道選手権大会【小学３年男子形】準優勝…今村映月　●
南高津小　▶第28回図書館を使った調べるコンクール佳
作…杉谷彩帆　●村上東小　▶ダンロップ全国選抜ジュ
ニアテニス選手権関東予選県大会【シングルス男子12歳
以下】優勝…内藤隼　▶第50回県ジュニアテニス選手権
【シングルス男子12歳以下】優勝…内藤隼、【ダブルス

男子12歳以下】優勝…内藤隼、３位…内藤連　▶第42回
県小学生テニス選手権大会【シングルス男子】優勝…内
藤隼、3位…内藤連　●萱田小　▶インスタントラーメン
小学生レシピコンクール農林水産大臣賞…瀧澤うた　●
八千代中　▶JSAジュニアチャレンジカップinウィンター
【スカッシュ（BOYS　U13）】３位…藤田純哉　▶第40
回県スカッシュ選手権大会【ジュニアA】準優勝…藤田純
哉　●村上東中　▶第56回県中学生ソフトテニス団体選
手権大会【男子団体】３位　●八千代松陰中　▶県私立中
学校サッカー大会優勝　▶全国学芸サイエンスコンクー
ル【社会科自由研究部門】旺文社赤尾好夫記念賞…宇内
遥輝　▶県合唱アンサンブルコンテスト【中学生の部】
金賞　▶以武会友杯中学校剣道大会【男子個人】準優勝
…杉山貴一　▶第19回県私学吹奏楽大会【フェスティバ
ル部門】優秀賞　▶県中学校剣道親善大会【男子団体】３
位　▶第38回県吹奏楽個人コンクール【中学生木管楽器
の部】銀賞…齊藤莉緒菜

高　校
●八千代高　▶日本の心と美の祭典きもの装いコンテス
ト関東地区大会優勝（装いの女王）…櫻井美羽　▶県高
等学校新人体育大会【バスケットボール男子の部】優勝
　▶県高等学校新人体育大会【女子ハンドボール】３位　
▶県高等学校新人柔道大会【女子52kg級】優勝…栗山紗
也、準優勝…松島七音、【57㎏級】準優勝…宮内優華、３
位…秋葉聖麗、【63㎏級】３位…菊川永愛、【70㎏級】準
優勝…増地悠月、【女子団体】準優勝　▶令和９年度全国
高等学校総合体育大会【総合ポスター図案部門】佳作…
佐藤林暄、【大会愛称部門】佳作…及川翔大　●八千代西
高　▶関東高等学校相撲大会県予選会【100㎏未満級】
優勝…黒木晃　▶関東高等学校ウエイトリフティング大
会県予選会【男子55㎏級】３位…長谷川力気　▶県総合
体育大会ウエイトリフティング競技会【男子55㎏級】３位
…長谷川力気　▶県総合体育大会柔道大会【女子78㎏超
級】３位…池田シャノン

入賞
記録

互
た が

いに高め合える部
ぶ

活
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八千代中　岸

きし

元
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太
た
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ろう

 
　新

しん

学
が く

年
ね ん

となり、部活で初
はじ

め
て後

こう

輩
は い

ができました。昨
さく

年
ね ん

度
ど

の八千代中の先
せん

輩
ぱ い

は、どんな
時
とき

でもサポートしてくれ、優
やさ

しかったです。なので僕たちも見
み

習
なら

って、新
しん

入
にゅう

生
せ い

の支
ささ

えとなる、サポートができる先輩になり
たいです。２年

ねん

生
せ い

も負
ま

けないように仲
なか

間
ま

と協
きょう

力
りょく

して、得
とく

意
い

な技
わざ

を増
ふ

やして強
つよ

くなっていきたい
です。３年生が引

いん

退
た い

して２年生が中
ちゅう

心
し ん

となり引
ひ

っ張
ぱ

っていくので互いに高め合える部活を目
め

指
ざ

して頑
がん

張
ば

りたいです。

大 和 田 小　６年　鈴木実加子
睦 小　６年　飯島　颯太
村 上 小　６年　金子　眞子
八千代台小　６年　川城　沙季
八千代台西小　６年　廣田　虎司
勝 田 台 小　６年　萩原正太郎
勝田台南小　６年　中前　宏太
西 高 津 小　６年　伊藤　漣
大和田南小　６年　高橋　幸也
高 津 小　６年　橋本　琴音

南 高 津 小　６年　石坂　雪
村 上 東 小　６年　中沢　祐希
大和田西小　６年　川口　珠生
村 上 北 小　６年　宮﨑　汐里
新 木 戸 小　６年　後藤　玲菜
萱 田 小　６年　大寺　航世
萱 田 南 小　６年　賀久みのり
みどりが丘小　６年　尾坂　悠
八千代台東小　６年　大西陽奈子
八 千 代 中　２年　岸元亮太朗

睦 中　２年　小沼　咲希
勝 田 台 中　２年　田畑　凜子
大 和 田 中　２年　水橋　蔵人
高 津 中　２年　義始可奈子
八千代台西中　２年　萩野　芽衣
村 上 東 中　２年　坂下　ホアン　龍
東 高 津 中　２年　高橋　蒼真
村 上 中　２年　中村　莉那
萱 田 中　２年　髙塚　みう
秀明八千代中　２年　松井ひなた
八千代松陰中　２年　梶山　凜子
阿蘇米本学園　８年　鈴木ここは
八 千 代 高　２年　吉野ひなた
八千代東高　２年　藤分　美羽
八千代西高　２年　太田紗也花
八千代松陰高　２年　加藤　桜大
秀明八千代高　２年　西澤　景

　学校の推薦で、７年度青少年版記者37人が選ばれました。テーマ
に沿った自分の考え、新聞やニュースで気になることを報告します。
今年度は、８月15日、12月１日、８年２月15日号に掲載していきます。

青少年版記者を紹介します

一
い っ

歩
ぽ

 
睦中　小

こ

沼
ぬま

　咲
さ

希
き

 
　私は、部

ぶ

活
かつ

動
ど う

のコンサート
を楽しみにしています。です
が、少し不安もあります。私
は中学校に入るまで人前に

立つことも苦
にが

手
て

で、歌
うた

関
か ん

係
け い

のことも全くやった
ことがありませんでした。ですが、全くやった
こともない、考えたこともないような舞

ぶ

台
たい

に立
てることが、とてつもなく光

こう

栄
え い

であること、自
分にとって大きな一歩になることだと思ってい
ます。その舞台に立てる日が近づいているドキ
ドキと不安を、日に日に深

ふか

く感じています。

図
と

書
し ょ

館
か ん

に咲
さ

く笑
え

顔
が お

 

萱田中　髙
こう

塚
つか

　みう
　私は月に一度、緑が丘図書
館で、小さな子どもに向けた
絵
え

本
ほん

の読み聞かせボランテ
ィアをしています。前

ぜん

回
か い

読
よ

ん
だ本は「ぐりとぐら」です。皆の聞き取りやす
い速さで読んだり、子どもたちが飽

あ

きないよう
に、途

と

中
ちゅう

で手
て

遊
あ そ

び歌を取り入れたりするなどの
工
く

夫
ふう

をしました。子どもたちが楽しんでくれて
いるのを見て、私はいつも大きなやりがいを感
じます。子どもたちが笑顔を咲

さ

かせてくれる瞬
しゅん

間
か ん

は、私にとってかけがえのない宝
たから

物
も の

です。

市ホームページの
青少年版はこちらから




